
 

 

 

 

 

総合教育会議資料 

中学校部活動地域展開の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 



中学校部活動地域展開人材バンク運営業務委託

【背景】スポーツ庁と文化庁の有識者会議で、令和８年度以降の取組に関する「最終とりまとめ」が決定された。 令和8年度から令和13年度を「改

革実行期間」とし、休日における原則すべての部活動の地域展開の実現を目指す方針となった。

【現状】令和５年度に準備委員会を2回開催し、令和6年10月から現在までに検討委員会を4回開催した。 教職員、生徒、保護者にアンケート調

査を行った。

【課題】
地域指導者の確保と配置の問題（指導者と部活動のマッチング）

新

拡
予算額4,264千円

生涯学習課

事業概要

中学校部活動地域展開ｽｹｼﾞｭｰﾙ

○事業費   ： 4,264千円
地方スポーツ振興費補助金(地域スポーツクラブ活動体制整備事業及び中学校における部活動指導
員の配置支援事業 上限1,000千円)申請予定

○事業期間 ： Ｒ8.4月～Ｒ9.3月
○実証事業
〇事業内容 ： 中学校部活動地域展開人材バンク運営業務委託費

人件費 3,066千円/年額
  運営システム費  109千円/年額(990円×100人)
事務費 1,089千円/年額

【人材バンク運営業務】
・指導者の発掘、面接、任用、異動
・指導者の研修、育成等(資質の担保)
・指導費の徴収・支払い
・地域団体等との連携
・部活動関連業務(競技団体への登録、連取計画作成支援)等
・アプリの検証

委託内容

★上記課題の解決の為に人材バンク運営業務を総合型地域スポーツクラブクラブこうしに委託する

【総合型地域スポーツクラブクラブこうしとは】合志市総合計画に総合型スポーツクラブの育成支援を謳っており、小学校部活動の社会体育移行
時にも大きな受け皿となった。中学校地域展開の検討委員会に委員として参加し中学校地域展開について今までの経過についても熟知している。

生涯学習課に事務局を置くことから永続的に行政との連携をもって中学校部活動地域展開を担うことが可能である。
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検討委員会協議

②部活動を週2回にする
★先生の負担0にはならない

★試合・大会を目指す生徒はクラブチームへ

33,000,000円(指導者2人体制)★謝金発生

保護者の負担増

③部活動を廃止する
★先生の負担0なる

★中学校生活での仲間とのつながり、
先生とのコミュニケーション

なくなる

★子供たちが今までと同じように同じ学校の仲間、先生とともに活動できる

を目指す

「学校と街の部活動」とは学校・市・地域それぞれが連携して、協力し、
理解を示し、未来を担う子供たちの為に取り組んでいく形

④部活動を多様化する
※先生の関わり方部活動の在り方が様々
な形で共存する形

★先生が関わり方を選択できることによって負担軽減につながる

★部の活動を選択できることによって多様性に対応できる

「学校と街の部活動」

★学校施設が使える

合志市中学校部活動は地域展開型部活動

★保護者の負担が増えない。

★システム構築費を公費、個人に還元される謝金、消耗品費を受益者負担
とすることによって平等性を担保できる

これまでの検討委員会で下記の4パターンを検討した

★中体連に菊池郡市の大会から出場ができる

備考金額

指導者840人884,940千円熊本市

指導者80人11,520千円玉名市

指導者20人5,000千円薩摩川内市

企業

団体

小学校教諭

現外部指導者

説明会等

アポ取り

訪問

応募

広報

説
明
資
料
作
成

登

録

研

修

面

談

一般

派

遣

マ

ッ

チ

ン

グ

成
立

53部活動・・・意向調査や部活動訪問

部員管理・・・入部、

会計・・・徴収、支払い

競技団体への登録

部活動総会での説明

教職員、地域指導者との連絡調整

部活動アプリの検証

・登録率
・徴収率
・利便性

「モデル部活動」を選び
試運転による検証をする

部活動関連業務

令和６年度地域スポーツクラブ体制整備事業
（地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業） 実施要領（仕様書）

ク：その他 ・改革推進期間後を見据えた取組を推進する観点から、休日だ
けでなく平日を含めた地域スポーツクラブ活動への移行に向けた取組等
を実施し、課題の抽出や課題解決策の検討等を 行う。

人材バンク立上げ運用実証事業

指導者募集

先生と生徒の
関わり

保護者の
負担軽減

先生の
負担軽減

○××①部活動を残す

○××②部活動を週2回に

××○③部活動を廃止

△△○④部活動の多様化
「学校と街の部活動」

指導者謝金を自治体負担としている例

50,371,200円(指導者2人体制)

①部活動を残す
★先生の負担削減にはならない

★謝金発生

令和8年度
・1部活を選び検証事
業を行う
・検証委員会（検討委
員会）にて検証結果の
報告

令和9年度
・選定部活を拡張
し検証事業を行う
・検証委員会での
報告

令和10年度
・さらに拡張し
検証
・検証委員会で
の報告

指導者謝金を自治体負担とすると以下のような問題があ
る

特に国からの補助金を指導者謝金とした場合3年間が限
度、その後の資金のめどがつかないという事態

課 題 大きな課題として以下の2点があげられる

・地域指導者人材の確保が難しい・地域指導者人材の確保が難しい
・謝金の設定と予算の確保が難しい・謝金の設定と予算の確保が難しい

「学校と街の部活動」「学校と街の部活動」

人材マッチングシステムの構築人材マッチングシステムの構築

上記課題を解決するため・・ 地域指導者が謝金を自由に設定
（謝金不要の方もおり、
一律に設定するのが難しい）

人材バンクに登録

事務局が間に入り、地域指導者
と保護者等のマッチングを行う

これにより、保護者等が納得の上マッチングが行われるので、
地域展開へのスムーズな移行と経費削減が期待できる

そのためには・・・

人材バンクの立ち上げ運用と充実に向けた早期の取
り組みが必須である
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今、あなたの力が必要です！

ご登録はこちらから

問合せ先：合志市生涯学習課（スポーツ振興班）

　　　　　☎：096-248-5555　FAX：096-248-5450

住所：〒861-1195　熊本県合志市竹迫2140番地

　　　　　　　　　　合志市総合センターヴィーブル内

HP　:　https://www.city.koshi.lg.jp/kiji00324917/index.html

※フォームへの入力が難しい場合は、生涯学習課へお問い合わせください。

【合志市中学校部活動】
地域展開について
詳しくはこちらから

地域サポーターバンク
【合志市】中学校部活動

登録者募集中
団体登録OK！空いている時間だけでもOK！

令和8年度から中学校部活動の地域展開が段階的にスタートします。

https://logoform.jp/form/x4hQ/1358724
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合志市では、令和8年から公立中学校
の部活動を段階的に地域展開に移行す
ることを進めています。

募集する指導者カテゴリー

①

②

③

メイン指導者

運営サポーター

指導者補助

※主たる指導者

※メイン指導者のサポート

Q 指導者バンクQ&A

サポーターバンクご利用の流れ

部へ提案

面談で確認した内容をもとに、
各部の希望に合った人材を提案

部活動事務局

指導者

提案

双方の合意

部活動指導者

双方が合意した場合に、
初めてマッチングが成立

A

Q.　謝金設定はどうなっていますか。

A.　謝金は市で一律に定めておりません。
　　指導を希望される方ご自身で希望額を設定して
　　いただき、内容をもとにマッチングを行います。

学校別部活動一覧 ー令和7年度現在ー

その他のQ＆Aについて
詳しくは、合志市生涯学習課ホームページをご覧ください。

STEP1

STEP2

STEP3

登録

面談

マッチング
登録された情報をもとに、
希望に合う人を紹介します。

任用

成立

原則、謝金は受益者負担

事務局と指導者が面談

サイトにアクセスして、
お名前や連絡先等を登録

陸
上

合
唱

美
術

合志中学校

西合志南中学校

西合志中学校

合志楓の森中学校

軟
式
野
球

サ
ッ
カ
ー

柔
道

男
子
卓
球

女
子
卓
球

硬
式
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

剣
道

水
泳

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

吹
奏
楽

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

卓
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇〇 〇 〇〇 〇 〇〇

〇 〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇

Q.　指導者資格を持っていないと登録できませんか。
A.　資格や指導歴がなくても登録可能です。

例：見守り、事務的役割、連絡係等

(技術指導なし)
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合志市では、将来にわたって、生徒が主体的に文化・スポーツ活動ができる場を保証していくことを目的に、これから
のこどもたちの部活動のあり方について、学校・地域・行政が一緒になって考える取組を進めています。
その第一歩として、「準備委員会」と「検討委員会」を立ち上げ、地域の皆さんの力をお借りしながら、“学校とまち
が一体となった部活動”を目指していきます。

こどもたちの活動の場を守ること
学校・地域・行政が協力して、こどもを支えること
先生の負担を軽くすること

教育委員会が中心となって、多種多様な部活動の継続を試みます。活動場所は今まで通りの学校施設。
部活動は大会を目指す形もあれば楽しむことを目的とした部活動もあります。
教職員の関わり方も様々となり、メインの指導者、サブの指導者、連絡等を管理する担当となります。
地域指導者が教職員とともに部活動の指導に当たります。

・練習場所の提供

・教職員は様々な形で
部活動にかかわりを持つ

部活動

中学校の部活動が変わります！

●部活動が抱えてきた課題
中学校部活動「地域展開」がはじまります！NEW PROJECT

合志市教育委員会

12
2025

DECEMBER

部活動については、生徒の責任感や連帯感などを育むものとして、学校教育活動に根付いているものですが、近年の急
速な少子化による設置活動の減少や学校間での格差が生じている状況です。生徒数については今後も減少が見込まれる
予想で、生徒の選択肢が減少することが危惧されます。また、これまでは教員の熱意やわずかな手当で部活動が支えら
れてきましたが、長時間労働が顕著であるとともに、教員不足も深刻化し、「部活動」という仕組みが限界にきている
状況です。

●「学校とまちの部活動」への移行

●「学校とまちの部活動」とは

イメージ図

学校とまちの部活動

地域

中心となって管理運営
教育委員会

学校

教育委員会立ち上
げの地域指導者登
録バンクに登録し
部活動の指導にあ

たる

「合志市版中学校部活動
地域サポーターバンク」

サポーターバンクへ登録部の要望を伝え依頼

面談
部への提案

マッチング

サポーターバンクへ登録

部の要望を伝え依頼

面談

部への提案

マッチング

「合志市版中学校部活動地域サポーターバ
ンク」へ勤務体系・謝金等の要望を含め登
録をする

地域指導者への要望を伝えサポーターバン
クへ依頼する。

部からの依頼があった時点で部の要望に合
った登録者へ教育委員会が面談を行う。

面談結果をもとに部の意向に沿う人材を
部に提案する。

部とサポーターバンク登録者の意向が合致
したら部の指導に入ってもらう。
原則謝金は受益者負担。

意向調査

意向調査
部の今後の活動についての意向調査を行う

国の方針では、令和13年度までに休日の部活動を地域へ完全に移行することが示されました。
本市では、このことを基本として段階的に取り組みを進めていくこととなりました。 
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合志市では令和13年度の休日完全地域展開にむけて令和8年度から
段階的に進めて行く計画としています。随時検討会を重ね軌道修正
をしながら進めて行きます。

A

部活動はいつから地域展開されるのですか？

Q

A

Q

合志市生涯学習課　096-248-5555

「こんなことも知りたい！」という質問があれば、ぜひお寄せください。

Q

A

中学校部活動地域展開についてQ＆その疑問、解決します！ A

移行スケジュール

国の方針では、令和13年度までに休日の部活動は原則すべて地域へ展開することが示されました。
国の指針を基に合志市では令和13年度の休日の部活動完全地域展開に向けて段階を追ってすすめていく事を予定しています。

Step1      R7～9 　 

Step2       R8～10　

Step3  　  R9～13   

Step4  　  R10～13  

休日のみ地域指導者による指導若しくは1部活に最低1人の
地域指導者の配置。

休日に加え平日の地域指導者による指導の開始。

楽しむことを目的とした週1回程度の活動の場を設置。
こどもたちの運動できる場所をなくさないために。アー
バンスポーツなどの新種目等を検討。

休日のみ教職員への謝金発生。休日地域展開完成。

令和13年以降、平日についても段階的に展開する方向としています。

費用はどのようになりますか？

種目によって異なりますが、参加費や保険料などが必要となります。
現在の国の方針では、習い事と同じように個人の負担になります。

「中学校部活動の地域展開」とは？

これまで学校の教員が担ってきた部活動(主に休日)を、段階的に地
域のクラブや指導者が担う仕組みです。学校・地域・行政が協力
し、持続可能な部活動をつくることが目的です。
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コスト試算 
 
Ｒ13年度までは、地域指導者への謝金は受益者負担としている。また、謝金

は一律に定めず指導希望者の希望額と対象の部との希望額との調整(マッチン

グ)を事務局が行い。合意に至った場合のみ地域指導者として指導してもらうこ

ととしている。 

 国の方針としてＲ７年度の補正予算で「推進体制の整備等」(コーディネータ

ーの配置 人材バンクの設置・運用 等)への補助金が成立し、国 1/3、県

1/3、市 1/3を持つ補助金へと変わり、Ｒ８年度から実施することとなった。 

 

【人材バンク運営委託費】 

 

指導者謝金(概算) 

① 指導者は常時２名以上配置（顧問、副顧問）。複数人でローテーション  

②  指導費単価は：1,650円/h 

 

 

 

 

 

③ 指導回数は週１～５日（平日１～４日、休日１日） 

④ 平日 2h、休日 4hで計算 

指導パターン 一人年間総額 2人年間総額 全部活配置(53部) 

休日のみ 316,800円 633,600円 33,580,800円 

平日 1日 158,400円 316,800円 16,790,400円 

平日 2日 316,800円 633,600円 33,580,800円 

平日 3日 475,200円 950,400円 50,371,200円 

平日 4日 633,600円 1,267,200円 67,161,600円 

平日 4日＋休日 950,400円 1,900,800円 100,742,400円 

 

 

 

人件費 事務局人件費 3,066,000 

連絡網 システム構築費(990円×100人) 109,000 

事務費 諸経費 1,089,000 

指導者謝金についてはＲ１３年度までは受益者負担 

計 4,264,000 

※指導費単価は熊本県立学校職員の給与に関する条例第１２条、１３条 

(休日の部活動勤務手当)を参考とした 

・2h～3h30m：1,650円/日 

・3h30m以上：3,300円/日 
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